
　  
　

　令和６年度の教育活動が全て終わることになりま
す。志岐小の子ども達には、非常に高い育ちが見ら
れした。 
　学力面では、答えの与えられない将来を生きる子
ども達において、「自ら学び取る力」が育ちました。
その結果、全国学力調査・熊本県学力調査・標準学
力検査において高い成績を収めることができました。
心の面では、将来様々な集団の中で生きていく子ど
も達において、学級みんなで困難を乗り越える成功体験を通して、強い「絆」が生まれ
ました。社会的モラルが低下するこの時代において、名前を付けての挨拶や履き物並べ
等のできたことをほめることを通して、「規範意識」が高まりました。 
　これらの取組において大切にしたのは次の3点です。 
　１点目は「自分で」ということです。教える、やらせる指導は教師や親がいない将来
では成立しません。例えば授業においては、「どう教えたら分かるか」でなく、「どうし
たら自分で学べるか」に注力しました。指導全般において、主体性を重視しました。２
点目は「絞る」ということです。学校の取組はたくさんあります。それらの取組の重要
度には違いがあります。同じ労力で取り組んでも成果が挙がりません。そのため、取組
に優先順位を付け、重要度の高いところ、例えば「主体性」や「絆・規範意識」等に絞
って多くの労力を費やした結果、志岐小の子ども達に高い学力と生活力を付けることが
できました。３点目は「協力」ということです。成果は学校のみの取組では挙がりませ
ん。ご家庭のご協力が不可欠です。そのために、職員一同、保護者や地域の皆様との良
好な関係作りに努めて参りました。教育活動に伴いご迷惑もおかけしたものと思います
が、そのたびに温かいご理解と献身的なご協力を頂いたことに、心より感謝いたします。
本当にありがとうございました。今後とも変わらぬご支援をどうぞよろしくお願いいた
します。

　 過去には雨模様で町民体育館での遠足が幾度かありまし
たが、今年度は快晴の中での送別遠足を実施しました。ま
ず、体育館でお別れ会を行いました。在校生からは、卒業
を祝福する楽しいダンスや好きな勉強などの卒業生クイ
ズ、感謝の気持ちのこもったお別れの言葉が送られました。
卒業生からは「別れの言葉・寸劇・歌」の発表があり、お
別れが近い事をみんなが実感している様子でした。 

　その後、春の風景を楽しみながら麟泉グランドまで歩き、到着後には手作りのお弁当
をおいしく食べました。お弁当を通して、ご家庭からの深い愛情を感じ取っていたよう
です。卒業生と在校生が、「ありがとう」の感謝と「頑張れ」の応援の気持ちを互いに
交わした、思い出に残る一日となりました。

　  

 

　 学校のみの力で子ども達の育成は図れません。ご家庭と
学校の連携があって初めて子どもの育ちをうむことができ
ます。酷暑の中でのプール監視、礼儀と安全指導のための
ごあいさつ運動、参加者全ての方の絆を強めたペーロン大
会等、たくさんのＰＴＡ活動を通じて、子ども達の健全育

成にご尽力頂いたことに、心より感謝申し上げます。ＰＴＡ会長様、三役の皆様、各委
員長様、そして全てのＰＴＡ会員の皆様に厚く御礼申し上げます。
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　 「故郷のために。」若くして故郷を離れ、身を立てら
れた澤谷様の思いです。志岐小では、平成29年度から
今年度まで、8ヶ年にわたり多額のご寄付を頂いており
ます。その寄付をもとに「澤谷文庫」を設け、読書活
動の充実に役立ててきました。澤谷様の来校時、図書
室で読書中の低学年の様子を参観された後、児童代表
の図書委員長が「読書活
動を通して、思いやりの
心が育まれてきました。」
等と御礼の言葉をお伝え １ 火 学年始休業日～４／７
しました。 ２ 水

　志岐小の読書活動の成果として、以下の事が挙げられま ３ 木
す。学力調査の結果が全国平均を大きく上回るなど、国語 ４ 金

における高い学力が定着しています。「文集あまくさ」等 ５ 土
の作文コンクールで多数の入賞者が出ており、作文力が身 ６ 日
に付いています。その他読書を通して、知る喜び・興味あ ７ 月

ることの追求・考え方の広がり・豊かな心の醸成等の様々 ８ 火 就任式・始業式・大掃除
な成果が挙がりました。現在は本の数に比べ本棚が不足し ９ 水 入学式
ています。ご寄付の使途については「本に限らず子どもの 10 木 田植え：5年　地区児童会

教育活動であれば可能である」というご意向を踏まえ、今 11 金 歓迎遠足　
後図書室に置く本棚を購入予定です。

12 土
13 日
14 月
15 火 家庭訪問　交通教室講話

  学級の絆と体力作りに大きな 16 水 家庭訪問　
効果が期待できる「長縄チャレ 17 木 家庭訪問　全国学力調査
ンジ」に取り組みました。天草 交通教室実技
郡市の各校で３分間の長縄跳び 18 金 家庭訪問　
の記録を持ち寄り順位を競う競 19 土 　　
技です。昼休みなどに体育館や 20 日 授業参観 P総会 懇談会
運動場から、「ハイ、ハイ」と 21 月 振替休業日
みんなが良いタイミングで跳ぶ 22 火 家庭訪問
ためのかけ声が校長室までよく聞こえていました。 23 水
　本年度の成績は、各学年の部で優勝が5年・6年(両学年 24 木 地震・津波避難訓練
共に新記録)、3位が２年・4年と素晴らしい結果でした。 25 金
惜しくも入賞できなかった学年も、練習当初より自己記録 26 土

を何度も更新し技能が大きく伸びました。そして何より、 27 日
心を一つに挑戦した長縄を通して同学年の子ども達に強い 28 月

団結力が生まれたことが最大の成果だと思います。 29 火   昭和の日
30 水

 ※あくまで現段階の予定で
　  　変更の可能性があり、正

　 一年間で最大の行事である卒業式に向け、頭・心ともに 　式には新年度に決定され
卒業生の最大限の育ちが見られています。志岐小での生活 　ます。
を振り返り、「できるようになったこと」、「困難の克服の経験」、それらの土台となった
周囲の支えに対する「真の感謝の気持ち」、「培った自信」、「未来志向の気持ちと決意」
等。どれも卒業生の言葉、表情、立ち居振る舞いからしっかりと見て取れます。一生の
思い出に残る感動的な卒業式を実現したいと思います。

【４月の行事予定】

 　　　　　　　　　　　　　【学校教育目標】 

「自分大好き、友だち大好き、志岐小大好きと
　笑顔でいえる子どもを育てる」 

　 ～ふるさと『志岐』を愛し、地域に 

　　　　　　　　　　　積極的に貢献する人材の育成～  　  【志岐小ＨＰ　 QRコード】☆

志岐小として身につけさせたい力「思いやりの心」「学び続ける力」「健康」「絆」

 　 【澤谷文庫】 　～　大切な故郷のために　～

 最大限の育ち！　「感動的な卒業式を」

【長縄チャレンジ】　生まれた強い団結力！



 


